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① 　本書では，計算の途中では四捨五入せず，答えを出す際に本来考慮すべき有効数字の桁数
に合わせる。

②　数値計算の問題では，平方根の値は， .2 1 41= ， .3 1 73=  として計算する。
③　特に断らない限り，摩擦や空気の抵抗は無視できるものとする。
　（「滑らかな～」は摩擦が無視できることを表し，「粗い～」は摩擦が無視できないことを表す。）

この問題集の決まりごと
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⑴　速さ 5.0 m/sで 7.0秒間走ると何 m進むか。

　
⑵　速さ 14 km/hで 2.0時間走ると何 km進むか。

　
⑶　400 mを 160秒で走る自転車の速さは何 m/sか。

　
⑷　60 mを 12秒で走る人の速さは何 m/sか。

　

⑼ 　ある自動車の運動の v－ tグ
ラフを示す。30秒間での自動
車の移動距離は何 mか。

　
⑽ 　ある物体の運動の v－ tグラ
フを示す。50秒間での物体の
移動距離は何 mか。

　
⑾ 　ある自転車の運動の x－ tグ
ラフを示す。自転車の速さは何
m/sか。

　

15

10 30

v〔m/s〕

0 20 t〔s〕

v〔m/s〕

0 t〔s〕

1.8

50

70

20

x〔m〕

0 t〔s〕

⑸　200 kmを5.0時間で走る列車の速さは何 km/hか。

　
⑹　速さ8.0 m/sで40 m進むのにかかる時間は何秒か。

　
⑺ 　速さ 20 m/sで 360 m進むのにかかる時間は何秒か。

　
⑻　速さ 40 km/hで 60 km進むのに何時間かかるか。

　

⑿ 　ある物体の運動の x－ tグラ
フを示す。物体の速さは何 m/s
か。

　
⒀ 　下の v－ tグラフで表される運動の x－ tグラフ
を図に示せ。ただし，t＝0 sのとき x＝0 mとする。

　
⒁ 　下の x－ tグラフで表される運動の v－ tグラフ
を図に示せ。
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①　速さ 3.0 m/sで 20秒間走ると何 m進むか。

解 　x＝vt＝3.0 m/s×20 s＝60 m� 60 m

② 　100 mを 4.0秒で走る自動車の速さは 

何 m/sか。

解 	 x＝vtより，

		  v＝ x
t ＝ 100 m

4.0 s ＝25 m/s� 25 m/s

③ 　速さ 4.0 m/sで 240 m進むのにかかる時間は何
秒か。

解 	 x＝vtより，

		  t＝ x
v ＝ 240 m

4.0 m/s ＝60 s� 60 秒

例題1

① 　ある自転車の運動の v－ t

グラフを示す。20秒間での自
転車の移動距離は何 mか。

解1 	 グラフの下の長方形の面

積は，

		  4.0×20＝80

	 であるから，移動距離は80 m

解2 	 速さ4.0 m/sで20秒間進んだから，

		  x＝vt＝4.0 m/s×20 s＝80 m

② 　ある自動車の x－ tグラフ
を示す。自動車の速さは何
m/sか。

解1 	 グラフの傾きは，

		  120
10 ＝12

	 であるから，速さは12 m/s

解2 	 10秒間で120 m進んだから，

	 x＝vtより，

		  v＝ x
t ＝ 120 m

10s ＝12 m/s

例題2

に慣れよう！公 式

速さと等速直線運動1

◆速さ：単位時間あたりに移動する距離。

 

◆等速直線運動： 一直線上を一定の速さで進む運動。
　　x＝ v t

　（v：速さ，t：時刻，x：時刻 tでの位置（移動距離））

◆等速直線運動の v－ tグラフ

◆等速直線運動の x－ tグラフ

ま と めノート

t＝0秒

1秒あたり5 m 進む⇒速さ5 m/s
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面積は移動距
離を表す。
3.0秒間で
5.0 m/s×3.0 s
＝15 m
移動する。

傾きは速さを表す。
速さ（傾き）

�＝ 15 m
3.0s ＝5.0 m/s
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問題に慣れよう！

一端を壁に固定して，もう一端を 8.0 Nの力で引くと 4.0 cm伸び
るばねがある。このばねの両端を持ち，それぞれ 8.0 Nの力を加
えて引き伸ばすと，ばねは何 cm伸びるか。

　

右の図で，台車にはたらく糸の張力 Tの，水平成分及び鉛直成分をそれぞ
れ求めよ。

　

右の図で，物体にはたらく重力 Wの，斜面に平行な成分及び斜面に垂直な
成分をそれぞれ求めよ。

　

物体 A，Bを糸でつなぎ，図のように物体 Aを滑らかな傾斜角 iの斜面
上に置き，滑らかに回転する滑車を通して物体 Bをつるしたところ，力
がつり合って静止を保った。物体 A，Bの重さの比を求めよ。

　

8 さまざまな力　p.20-21

1

8.0 N

8.0 N

8.0 N

9 力の合成と分解　p.22-23

2
T
h

3

W
h

10 力のつり合い　p.24-25

4
A

B

h

ばねの一端を壁に固定し，他端に台車をつけて手で押し縮
める。
（1 ） 壁，ばね，台車，手の間で及ぼし合う水平方向の力を
すべて図示し，「何」が「何」に及ぼす力であるかを示せ。

　
（2 ） （1）で挙げた力の中から，「つり合いの関係」にある 2力，「作用・反作用の関係」にある 2力の
組み合わせをすべて挙げよ。

　　つり合いの関係…

　　作用・反作用の関係…

　

図 1のように，質量mの台車の左右にいずれもばね定数 kの
ばね A，Bを付け，その端を左右の壁に固定した。このとき，
ばね A，Bの長さは自然長である。
（1 ） 台車を手で押して図 2のように左に距離 dだけ移動させ
た。手が台車を押す力はいくらか。

　
（2） 手を放した直後，台車に生じる加速度はいくらか。

　

11 作用・反作用の法則　p.26-27

5
壁

12 ニュートンの運動の 3法則　p.28-29

6

k

d

km

図 1

図 2

ばねA ばねB
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まとめの問題を解いてみよう！
　図のように，滑らかで質量の無視できる滑車を天井に固定して糸をかけ，糸
の両端に質量mの物体 Aと質量 3mの物体 Bを取り付ける。糸がたるまない
状態で，Aが床に接するように，Bを手で支えた。このとき，Bの床からの高
さは hであった。
　手を静かに放すと，Bは下降してやがて床に到達した。Bが動き出してから
床に達するまでの時間を求めよ。ただし，重力加速度の大きさを gとする。

　

　滑らかな水平面上に質量 Mの板 Pを置き，その上に質量mの物体 Qをのせ
る。物体 Qに糸を付け，水平右向きに一定の大きさ fの力を加えると，Pと
Qとは一体になって運動した。板 Pと物体 Qの間の静止摩擦係数を n，動摩
擦係数を n’，重力加速度の大きさを gとする。
（1） 一体となって運動するときの加速度の大きさを求めよ。

　
（2） 板 Pが物体 Qから受ける摩擦力の向きと大きさを求めよ。

　
（3） このように Pと Qが一体となって運動するための，fの最大値 f 'を求めよ。

　
（4 ） 物体 Qに加える力の大きさを f '' （＞ f ' ）にすると，物体 Qは板 Pの上を滑りだした。このときの，
板 P及び物体 Qの加速度をそれぞれ求めよ。
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　図のように，浮きを水面に垂直に浮かべた。浮きは断面積 S，長さ Lの細長
い一様な円柱であり，その下には質量 mのおもりが糸でつり下げられている。
水の密度を t0，浮きの密度を t（t＜ t0）とする。ただし，糸の質量と太さ，及
びおもりの大きさは無視できるものとし，重力加速度の大きさを gとする。
（1 ） 浮きが上端を水面上に出して図のように静止しているとき，上端の水面か
らの高さ xを求めよ。

　
（2 ） 図の静止状態で，浮きとおもりをつないでいる糸が突然切れた。切れた直
後の浮きの加速度の大きさを求めよ。

　

　ばね定数 kのばねに物体をつるしたところ，ばねは自然長から l1だけ伸び
てつり合った。この物体を，密度 t0の液体に沈めたところ，ばねの自然長か
らの伸びは l2になった。重力加速度の大きさを gとする。
（1 ） 物体の質量をmとして，物体を液体に沈める前の力のつり合いの式を立
てて解き，質量mを k，l1，gを用いて表せ。

　
（2 ） 物体の体積を Vとして，物体を液体に沈めたときの力のつり合いの式を立てて解き，体積 Vを k，

l1，l2，t0，gを用いて表せ。

　
（3） 物体の密度 tを，l1，l2，t0を用いて表せ。

　

7

q
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L

m

x

8
k

l1
l2
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⑴　① .3 844 10 8# m ② .7 34 10 22# kg
　　③ .2 998 10 8# m/s ④ .5 89 10 7# - m
　　⑤ .8 9 10 17# - m3

⑵　① 4桁　　② 5桁　　③ 2桁　　④ 4桁
　　⑤ 4桁　　⑥ 3桁　　⑦ 4桁　　⑧ 3桁
⑶　① cm cm. . .24 3 6 5 157 95# = cm2 .1 6 10 2#] cm2

　　②速さ
時間
距離

=  より，

　　　 s
m

.
.

.
12 7

100 0
7 874速さ g= = m/s .7 87] m/s

　　③ kgkg kg kg. . 139 3 8 12 8 ]+ =

　　④ mm m m .. . . 7 310 5 3 17 7 33 ]- =

⑴　x vt=  より， .x 5 0= m/s ms. 357 0# =

⑵　x vt=  より，x 14= km/h kmh. 282 0# =

⑶　x vt=  より，v
t
x

=

　よって， s
m

.v 2 50
160
400

= = m/s

⑷　x vt=  より，v
t
x

=

　よって， s
m

.v 5 0
12
60

= = m/s

⑸　x vt=  より，v
t
x

=

　よって， h
km

.
v 40

5 0
200

= = km/h

⑹　x vt=  より，t
v
x

=

　よって，t = 
40 m

8.0 m/s  s.5 0= 　　5.0秒

⑺　x vt=  より，t
v
x

=

　よって，t = 
360 m
20 m/s  s18= 　　18秒

⑻　x vt=  より，t
v
x

=

　よって，t = 
60 km

40 km/h  h.1 5= 　　1.5時間

⑼　グラフの下の長方形の面積を求めればよい。
　30 15 450　# = 　　 m.4 5 10 2#

　　　x vt=  より，
　x 15= m/s ms m .4 5 1030 450 2# #= =

⑽　グラフの下の長方形の面積を求めればよい。
　 .50 1 8 90# = 　　90 m
　　　x vt=  より， .x 1 8= m/s ms 9050# =

物理量の表し方・扱い方� p.2 〜 30
に慣れよう！公 式

速さと等速直線運動� p.4 〜 51
に慣れよう！公 式

別解

別解

⑾　グラフの傾きを求めればよい。

　 .
20
70

3 5グラフの傾き= = 　　3.5 m/s

　　　x vt=  より，v
t
x

=

　よって， s
m

.v 3 5
20
70

= = m/s

⑿　グラフの傾きを求めればよい。

　
.3 0

135
45グラフの傾き= = 　　45 m/s

　　　x vt=  より，v
t
x

=

　よって， s
m

.
v 45

3 0
135

= = m/s

⒀　v t-  グラフより，6.0秒間
の移動距離は，
　 7.0 m/s s m.6 0 42# =

　　また，等速直線運動なので，
x t-  グラフは原点を通る直
線となる。
⒁　x t-  グラフより，この物
体の速さは，

　 s
m

.v
15
24

1 6= = m/s

　　また，等速直線運動なので，
v t-  グラフは t軸に平行な
直線となる。

⑴　①右図　

　　②グラフの傾きは，

　　　
.

.
.

.
3 0

17 2 0
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　　　よって，速度は 5.0 m/s
⑵　①右図　

　　②グラフの傾きは，

　　　
.

. .
.
.

.
5 0

1 5 6 0
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7 5

1 5
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= =
] g

　　　よって，速度は 1.5 m/s

別解

別解

t oss

x oms

42

6.0O

t oss

v om/ss

1.6

O

一直線上の運動と速度� p.6 〜 72
に慣れよう！公 式

t oss
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2.0

O 3.0

x oms

t oss5.0
O

-6.0
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x oms

⑶　①右図　

　　②グラフの傾きは，

　　　
.

. .
.
.

.
2 0

1 0 8 0
2 0
7 0

3 5
-

=
-

=-

　　　よって，速度は .3 5- m/s
⑷　①右図　

　　②グラフの傾きは，

　　　
.

.
.

.
0

0 0
0
15

5
6

5 1
6

2
- -

=
-

=-

　　　よって，速度は .2 5- m/s
⑸　船の進む向きを正とする。
　船に対する船上の人の速度 1= m/s
　であるので，岸から見た船上の人の速度は，
　v 4= m/s 1+ m/s 5= m/s
　よって，この人の速さは 5 m/s
⑹　船の進む向きを正とする。
　船に対する船上の人の速度 1=- m/s
　であるので，岸から見た船上の人の速度は，
　v 4= m/s ( 1+ - m/s) 3= m/s
　よって，この人の速さは 3 m/s
⑺　船の進む向きを正とする。
　船に対する川の流れの速度 2=- m/s
　であるので，岸から見た船の速度は，
　v 5= m/s ( 2+ - m/s) 3= m/s
　よって，船の速さは 3 m/s
⑻　東向きを正とする。
　自動車 Aから見た自動車 Bの相対速度
　　=（自動車 Bの速度）-（自動車 Aの速度）
　　 15= m/s 12- m/s 3= m/s
　よって，東向きに 3 m/s
⑼　東向きを正とする。
　自動車 Aから見た自動車 Bの相対速度
　　=（自動車 Bの速度）-（自動車 Aの速度）
　　 10= m/s 12- m/s 2=- m/s
　よって，西向きに 2 m/s
⑽　東向きを正とする。
　自動車 Aから見た自動車 Bの相対速度
　　=（自動車 Bの速度）-（自動車 Aの速度）
　また，自動車 Bは西向きに 10 m/sで進んでいるので，
速度は 10- m/s となる。
　 10- m/s 12- m/s 22=- m/s

t oss
O

8.0

1.0

2.0

x oms

t ossO

10

-5.0

6.0

x oms

　よって，西向きに 22 m/s

⑴　①右図　

　　②加速度は，v t-  グラフの傾きと等しいので，

　　　a = 
10.0 m/s .6 0- m/s

10 s  = 
4.0 m/s

10 s  .0 40= m/s2

⑵　①右図　

　　②加速度は，v t-  グラフの傾きと等しいので，

　　　a = 
6.0 m/s .2 0- m/s

5.0 s  = 
4.0 m/s

5.0 s  .0 80= m/s2

⑶　①右図　

　　②加速度は，v t-  グラフの傾きと等しいので，

　　　a = 
12 m/s 0- m/s

40 s  = 
12 m/s

40 s  .0 30= m/s2

⑷　加速度は，

　　a = 
6.0 m/s .10 0- m/s

10 s  = 
.04- m/s
10 s  .0 40-= m/s2

⑸　①右図　

　　②加速度は，v t-  グラフの傾きと等しいので，

　　　a = 
2.0 m/s .06- m/s

5.0 s  = 
.04- m/s

5.0 s  .0 80-= m/s2

⑹　①右図　

　　②加速度は，v t-  グラフの傾きと等しいので，

等加速度直線運動①� p.8 〜 93
に慣れよう！公 式
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■10の累乗
　物理学では太陽や地球のような非常に大きなものから原子や電子のような非常に小さなものま
でを扱う。そのため，距離や質量をそのまま表記するのではなく，10の累乗を用いて，
　　　A 10 n#  （ A1 101E ）
の形で表すことが多い。
例） 地球から太陽までの距離：150000000 km　⇒　 .1 5 10 8#  km

■有効数字
　測定値として意味のある数字を有効数字という。有効数字の桁数が多いほど，測定の精度がよい。
例）  12.5 m　⇒　有効数字は 3桁　　　　　　　　　　 3 10 3#  kg　⇒　有効数字は 1桁
　 0.0125 m　⇒　有効数字は 3桁　　　　　　　　　　 .3 0 10 3#  kg　⇒　有効数字は 2桁
　  12.50 m　⇒　有効数字は 4桁　　　　　　　　　　 .3 00 10 3#  kg　⇒　有効数字は 3桁
■測定値を使った計算
①測定値どうしのかけ算や割り算
　有効数字の桁数が最も小さいものに，計算結果の桁数をそろえる。
　例 1 ）一辺の長さが 4.23 cmで，もう一辺の長さが 6.3 cmの長方形の面積
　　　 4.23 cm # 6.3  cm = 26.649 cm2 ] 27 cm2

　　　  3桁 #  2桁 = （計算途中） ]  2桁
　例 2 ）6.0 Vの電圧で，230 mAの電流が流れる抵

てい

抗
こう

器
き

の抵抗

　　　 R = 
V
I

 = 
6.0 V

0.230 A  = 26.086… Ω ] 26 Ω

　　　 
 2桁
 3桁  = （計算途中） ]  2桁

②測定値どうしの足し算や引き算
　有効数字の 1番下の位が最も大きいものに，計算結果の桁数をそろえる。
　例）3.21 mの棒に 4.765 mの棒を継

つ

ぎ足したときの全体の長さ
　　 3.21 m + 4.765 m = 7.975 m ] 7.98 m

　　 
小数
第 2位 + 

小数
第 3位 = （計算途中） ] 

小数
第 2位

測定値を使った計算

　例えば，キログラム単位で表される 35.1 kgという質量をグラム表記するときは，1 kg 10 3=  g

の関係を使う。
　代表的な単位の関係を以下にまとめる。

時間　1 h（時間） 06=  分，1分 06=  s 質量　1 kg 1000=  g

距離　1 km 1000=  m，1 m 100=  cm，1 cm 10=  mm 面積　1 m2 10000=  cm2

体積　1 m3 1000000=  cm3，1 L 1000=  cm3 密度　1 g/cm3 1000=  kg/m3

単位換算

　この問題集は，前半の①～⑫では中学校で学習した数学の復習を扱い，後半の⑬～⑰では「物
理基礎」を進めるにあたって身につけておいたほうがよい数学の知識を習得することを目的とし
ています。
　また，巻末の『物理の問題にチャレンジ』では，「物理基礎」や「物理」で出てくる公式や問題を
例にしていますが，実際の物理の学習では必要となる単位などは本書では省略しています。
　この問題集で学習したことを基盤に，「物理基礎」の学習がスムーズに進むことを願っています。

この問題集の使い方
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① 　本書では，計算の途中では四捨五入せず，答えを出す際に本来考慮すべき有効数字の桁数
に合わせる。

②　数値計算の問題では，平方根の値は， .2 1 41= ， .3 1 73=  として計算する。
③　重力加速度の大きさについては，問題で特に断らない限り， .g 9 8=  m/s2として計算する。
④　特に断らない限り，摩擦や空気の抵抗は無視できるものとする。
　（「滑らかな～」は摩擦が無視できることを表し，「粗い～」は摩擦が無視できないことを表す。）

この問題集の決まりごと
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